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臨時議員総会を開催

会頭に大谷厚郎氏を再任
副会頭に飯塚俊之氏、内田晃市氏を再任、石原俊太郎氏を選任

　
去
る
十
月
二
十
九
日
に
任
期
満
了
に
伴
う
新
役
員
を
選
出
す
る
臨
時
議
員
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
会
頭
の
選
任
に
つ

い
て
は
、
現
会
頭
の
大
谷
厚
郎
氏
が
推
挙
さ
れ
た
う
え
満
場
一
致
で
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
副
会
頭
の
選
任
に
つ
い
て
は
、

現
副
会
頭
の
飯
塚
俊
之
氏
、
内
田
晃
市
氏
、
新
た
に
現
常
議
員
石
原
俊
太
郎
氏
の
三
名
が
指
名
さ
れ
、
出
席
議
員
の
同
意

を
得
て
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
専
務
理
事
に
は
、
引
き
続
き
長
岡
明
生
氏
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

飯塚俊之 副会頭

内田晃市 副会頭

石原俊太郎 副会頭

長岡明生 専務理事

就
任
の
挨
拶

会
　
頭
　
大
谷
　
厚
郎

　
こ
の
た
び
の
任
期
満
了
に
よ
る
役
員
・
議
員
の
改
選
に
伴
う
臨
時
議
員
総
会
に
お
き
ま
し
て
、
平

田
商
工
会
議
所
会
頭
に
推
挙
い
た
だ
き
、
引
続
き
就
任
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
重
責
で
は
あ
り

ま
す
が
、
皆
様
の
ご
支
援
を
得
て
「
活
力
に
富
む
地
域
経
済
の
発
展
」
に
向
け
て
、
微
力
な
が
ら
全

力
を
尽
く
す
所
存
で
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
平
田
地
域
の
経
済
環
境
に
お
け
る
課
題
は
、
中
小
企
業
の
経
営
力
強
化
、
事
業
承
継
を
は
じ
め
、

少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
に
伴
う
市
場
縮
小
へ
の
対
応
、
交
流
人
口
の
増
を
図
る
た
め
の
観
光
振
興

や
地
域
の
活
性
化
、
労
働
力
不
足
に
対
応
す
る
生
産
性
向
上
、
女
性
・
高
齢
者
の
活
躍
機
会
の
創

出
、
次
代
を
担
う
若
手
人
材
の
育
成
な
ど
多
岐
に
渡
っ
て
お
り
、
「
地
域
経
済
社
会
の
振
興
・
発

展
」
を
目
的
と
す
る
商
工
会
議
所
の
役
割
は
ま
す
ま
す
重
要
性
を
増
し
て
い
る
と
考
え
ま
す
。

　
こ
の
た
び
の
改
選
に
よ
り
ま
し
て
、
副
会
頭
に
は
今
期
一
緒
に
や
っ
て
頂
い
た
経
験
を
踏
ま
え
、

引
き
続
き
飯
塚
俊
之
氏
、
内
田
晃
市
氏
の
両
氏
に
加
え
、
新
た
に
こ
れ
ま
で
の
社
会
経
験
、
実
績
、

人
格
を
踏
ま
え
石
原
俊
太
郎
氏
に
ご
協
力
頂
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
今
後
も
格
別
な
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
就
任
の
挨
拶
と
い
た
し

ま
す
。



　

役
員
議
員
の
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
議

員
改
選
に
よ
り
、
つ
ぎ
の
と
お
り
新
役
員

お
よ
び
各
号
議
員
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

会　

頭　

大
谷　

厚
郎　

一
畑
電
車
㈱

副
会
頭　

飯
塚　

俊
之　

㈲
飯
塚
豊
市
商
店

副
会
頭　

内
田　

晃
市　

㈲
内
田
荘

副
会
頭　

石
原
俊
太
郎　

三
愛
石
油
㈲

専
務
理
事　

長
岡　

明
生

【
常
議
員
】

浅
野　

昌
之 

浅
野
種
苗
園

荒
木　

國
夫 

昭
和
開
発
工
業
㈱

太
田　

道
夫 

ヒ
ラ
タ
精
機
㈱

小
汀　

泰
之 

㈱
小
汀
会
計
事
務
所

來
間　
　

久 

㈱
來
間
屋
生
姜
糖
本
舗

坂
本　

泰
一 

㈲
坂
本
藤
次
郎
本
店

重
親　

政
継 

㈱
山
陰
合
同
銀
行
平
田
支
店

曽
田　

敏
康 

㈲
平
田
水
道
工
業

園　
　
　

裕 

㈱
ソ
ノ

園
山　
　

繁 

㈱
ひ
ら
た

田
中　

章
一 

㈲
田
中
豆
富
店

田
中　

浩
史 

㈲
ア
タ
ゴ
写
真
館

玉
木　
　

薫 

出
雲
一
畑
交
通
㈱
平
田
営
業
所

土
江　

康
道 

㈱
テ
ー
リ
ン
グ

１
号
議
員
と
は…

全
会
員
が
選
挙
に
よ

り
選
出
す
る
会
員
の
一
般
的
代
表
議
員

２
号
議
員
と
は…
１
号
議
員
が
一
部
の

業
種
、
業
態
に
偏
ら
な
い
よ
う
補
正
す

る
た
め
に
各
部
会
か
ら
選
出
さ
れ
る
職

能
代
表
的
な
議
員

３
号
議
員
と
は…

１
号
、
２
号
議
員
が

協
議
し
て
選
出
す
る
商
工
会
議
所
機
能

の
充
実
を
図
る
た
め
の
議
員

常
松　

泰
久 

㈲
つ
ね
ま
つ

原　
　

憲
司 

島
根
印
刷
㈱

原　
　

伸
雄 

㈱
報
光
社

平
野　

裕
二 

㈲
ひ
ら
の
屋

堀
江　

卓
男 

㈲
ほ
り
江

槇
野　

安
浩 

日
晃
電
設
㈱
平
田
支
店

山
﨑　

章
弘 

㈱
山
﨑
組

【
監　

事
】

太
田　

勇
治 

太
田
勇
治
税
理
士
事
務
所

梶
谷　
　

隆 

㈲
梶
谷
建
設

山
本　

竹
男 

島
根
中
央
信
用
金
庫
平
田
支
店

【
１
号
議
員
】

浅
野　

昌
之 

浅
野
種
苗
園

安
食　

邦
明 

㈲
安
食
採
石

伊
路
見
保
彦 

㈱
イ
ニ
シ

伊
藤　

広
司 

㈲
伊
藤
製
材
所

岩
浅　

一
義 

大
湖
工
業
㈱

大
島　

淳
司 
㈲
大
島
屋

尾
添　

和
宏 
㈲
ア
タ
ゴ
タ
ク
シ
ー

小
汀　

泰
之 

㈱
小
汀
会
計
事
務
所

金
築　

知
夫 

㈲
ア
ー
ル
ズ
シ
ス
テ
ム

木
佐　

邦
夫 

木
佐
清
月
堂

儀
満　

宏
幸 

ぎ
ま
文
具

清
原　

正
幸 

㈲
フ
リ
ー
ク

佐
藤　

秀
典 

㈲
佐
藤
塗
装
店

志
食　

秀
司 

㈲
ウ
ェ
ル
シ
ー

清
水　

俊
宏 

美
保
鉄
筋
㈱

杉
原　

朋
之 

㈱
さ
つ
き
祭
典

角　
　

健
次 

㈱
角
建
築

園
山　
　

繁 

㈱
ひ
ら
た

高
砂　

勝
行 

㈱
高
砂
醤
油
本
店

武
部　
　

昭 

㈲
ス
タ
ジ
オ
タ
ケ
ベ

立
石　

雅
樹 

㈲
立
石
材
木
店

田
中　

浩
史 

㈲
ア
タ
ゴ
写
真
館

土
江　

光
二 

㈲
土
江
重
機

土
江　

康
道 

㈱
テ
ー
リ
ン
グ

常
松　

泰
久 

㈲
つ
ね
ま
つ

飛　
　

英
治 

㈱
島
根
銀
行
平
田
支
店

中
濱　

賢
造 

㈲
中
田
製
作
所

内
藤　

正
光 

㈱
平
田
自
動
車
教
習
所

西
尾　

貴
延 

㈲
マ
ル
ニ
シ
物
産

日
野　

和
則 

㈱
オ
ー
ト
ラ
イ
フ
ビ
ュ
ー

日
野　

敏
行 

㈱
日
野
組

平
野　

宗
一 

㈲
ヒ
ラ
ノ

本
庄　
　

修 

本
庄
屋

松
浦　

剛
司 

㈲
大
島
屋
楽
器
店

松
村　

一
正 

㈱
海
産
物
松
村

松
本　

繁
政 

㈱
ミ
ー
ト
ま
つ
も
と

持
田　

稔
樹 

㈲
持
田
建
築

持
田　

祐
輔 

㈱
酒
持
田
本
店

森
山　

貴
紀 

㈱
森
電
気
機
械
工
業

山
下　

明
義 

㈱
栄
徳

【
２
号
議
員
】

◎
商
業
部
会

吾
郷　

昌
道 

㈲
吾
郷
自
動
車
商
会

伊
藤　

俊
明 

伊
藤
本
店

遠
藤　
　

寛 

遠
藤
燃
料
工
業
㈲

加
藤　
　

昇 

加
藤
書
店

久
家　

正
義 

㈲
風
月
堂

坂
本　

泰
一 

㈲
坂
本
藤
次
郎
本
店

平
野　

裕
二 

㈲
ひ
ら
の
屋

◎
工
業
部
会

來
間　
　

久 

㈱
來
間
屋
生
姜
糖
本
舗

園　
　
　

裕 

㈱
ソ
ノ

田
中　

章
一 

㈲
田
中
豆
富
店

◎
建
設
部
会

安
食　
　

正 

㈲
山
根
板
金
工
作
所

狩
野　

秀
嗣 
㈲
ウ
ッ
デ
ィ
カ
リ
ノ

曽
田　

敏
康 
㈲
平
田
水
道
工
業

日
野　

邦
雄 
㈲
日
野
工
務
店

槇
野　

安
浩 

日
晃
電
設
㈱
平
田
支
店

山
口　
　

弥 

山
口
建
設
㈱

山
﨑　

章
弘　

㈱
山
﨑
組

◎
観
光
サ
ー
ビ
ス
部
会

玉
木　
　

薫 

出
雲
一
畑
交
通
㈱
平
田
営
業
所

福
田　

紀
夫 

ひ
ら
た
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
㈱

堀
江　

卓
男 

㈲
ほ
り
江

◎
金
融
保
険
部
会

重
親　

政
継 

㈱
山
陰
合
同
銀
行
平
田
支
店

◎
庶
業
農
水
部
会

朝
日　
　

均 

朝
日
均
税
理
士
事
務
所

【
３
号
議
員
】

荒
木　

國
夫 

昭
和
開
発
工
業
㈱

伊
藤　
　

優 

前
川
鋳
工
造
機
㈱
平
田
工
場

太
田　

道
夫 

ヒ
ラ
タ
精
機
㈱

佐
藤　

和
昭 

三
協
貨
物
㈱
平
田
支
店

西
尾　

精
市 

ニ
シ
オ
㈲

原　
　

憲
司 

島
根
印
刷
㈱

原　
　

伸
雄 

㈱
報
光
社

三
好　

洋
平 

ヒ
ラ
タ
工
業
㈱

◎
商
業
部
会

部
会
長　
　

田
中　

浩
史　
㈲
ア
タ
ゴ
写
真
館

副
部
会
長　

浅
野　

昌
之　

浅
野
種
苗
園

◎
工
業
部
会

部
会
長　
　

園　
　
　

裕　

㈱
ソ
ノ

副
部
会
長　

原　
　

憲
司　

島
根
印
刷
㈱

◎
建
設
部
会

部
会
長　
　

荒
木　

國
夫　
昭
和
開
発
工
業
㈱

副
部
会
長　

狩
野　

秀
嗣　
㈲
ウ
ッ
デ
ィ
カ
リ
ノ

◎
観
光
サ
ー
ビ
ス
部
会

部
会
長　
　

玉
木　
　

薫　
出
雲
一
畑
交
通
㈱
平
田
営
業
所

副
部
会
長　

堀
江　

卓
男　

㈲
ほ
り
江

◎
金
融
保
険
部
会

部
会
長　
　

重
親　

政
継　
㈱
山
陰
合
同
銀
行
平
田
支
店

副
部
会
長　

内
田　

節
夫

◎
庶
業
農
水
部
会

部
会
長　
　

内
藤　

正
光　
㈱
平
田
自
動
車
教
習
所

副
部
会
長　

朝
日　
　

均　
朝
日
均
税
理
士
事
務
所



『～2019くらしょっぷin平田本陣記念館～』を開催女性会だよ
り

青年部リポート 　10月17日10月定時総会を開催し、次年度会長予定者として㈲イトートー
ヨーサービス　伊藤隆也君が選出され、満場一致で承認されました。
　伊藤次年度会長より就任にあたっての意気込みが語られた後、実行委員長
から各事業について報告がありました。
　総会後には懇親会も行われ、会員相互の理解や共感の深化に有意義な時間
となりました。

　また、10月20日雲州平田まちあそびイベント内にて開催されたグルメフェスに出店
し、平田の特産である西条柿と、柿チャツネ入りスープカレー、じゃがバタチーズを販売
しました。当日は平田高校生にも販売の協力をしていただき、一緒にイベントを盛り上げ
ることができました。スープカレーはとても好評で完売し、平田の特産品をPRすること
ができました。12月には平田の街を照らすライトアップ事業も企画しておりますので、
ご期待下さい。

　去る10月５日㈯～６日㈰、地域住民に交流の場を提供するとともに、地元商業の繁栄と地域振
興を図ろうと、『2019くらしょっぷin平田本陣記念館』を開催致しました。当日は、女性会員が
各店舗の自慢の品を持ち寄り、お客様と一緒に楽しみながらショップ、カフェ、ランチを行いまし
た。オープニングは地元光幼保園の子ども達による、よさこいソーランで始まり、続いて平田高校
生による多文化共生研究発表があり、子供達の笑い声につつまれてスタートしました。
　イベント２日目には、島根県立大学今中美栄教授による講演会で【いつまでも若く美しい「健
康」を手に入れましょう！】と題しお話ししていただきました。栄養面だけでなく、年齢を重ねて
いく上での体の変化を科学的にわかりやすく教えていただき、終始笑いにつつまれた講演会となり
ました。岡田あゆみ氏の「名前文字講座」、岩佐祐希氏の「ゆる～いセルフケア」は参加型のイベ
ントとなっており、来場者が楽しめるコーナーとなりました。また、南前ひとみ氏の「断捨離Ⓡ講
座」では各ご家庭の具体的な質問が飛び交うなど断捨離Ⓡへの興味の深さを感じました。
　最後は地元平田のフラダンスチームによる優雅な踊りで締めくくることができました。また、会
員の趣向をこらしたワークショップやスタンプラリー抽選会等盛り沢山の企画を用意し、いずれも
大盛況でした。今後も会員相互の親睦を図りながら、地域に根差した女性会活動を展開していこう
と思っております。

『平田高校 地域課題に挑む』文部科学省事業進捗状況『平田高校 地域課題に挑む』文部科学省事業進捗状況
「地域との協働による高等学校教育改革推進事業～地域魅力化型～」「地域との協働による高等学校教育改革推進事業～地域魅力化型～」

平田高校の生徒達が地域の課題解決のために、当会議所と連携協定を結び、
各種事業に支援を行っており、本事業の中心となっている２年生の取組状況を報告します。

地域資源「あずき」の
ブランディング

１組

　10月５日㈯当会議所女性会の
「くらしょっぷイベント」にあずき
のスコーン・コロッケの販売企画
を行い完売しました。あずきの栽
培、商品開発から手掛け、次回は
いずも産業未来
博（11月2・3
日）で昨年開発
した商品を販売
します。

多文化共生社会2組

～外国文化を知り、外国人が
　　　住みやすい街づくり研究～
　外国人及び雇用企業へのアン
ケートを実施し、集約した結果を
平田地域のコミセンセンター長会
で発表し、また
出雲市長への
提言を行いま
した。

ファン人口・
　　　交流人口の増加

3.4組

～本町、木綿街道、雲州ひらた駅、
　　　　平田まつり、人生ゲーム～
　平田の中心市街地である本町商
店会と観光エリアである木綿街道
への交流人
口を増やす
ためにイベ
ント活動を
行いました。

中国ブロ
ック大会

　　江津
大会にも

参加！中国ブロ
ック大会

　　江津
大会にも

参加！
平田商工会議所青年部は共に活動する、熱意ある皆様をお待ちしております。
詳細は平田商工会議所青年部HPへ（http://hirata-yeg.com/）
興味を持たれた方は下記までご連絡ください！

お問い合わせ・入会申込 平田商工会議所青年部（事務局：伊藤・仙田・高橋・湯淺）
TEL 0853-63-3211 E-mail : yeg@hirata-cci.or.jp



山陰支社　出雲営業所平田駐在　〒691-0001 出雲市平田町2280-1　TEL 0853-63-3709

　昨年度より㈱高砂醤油本店と出雲商業高校の3年生が
コラボして、新商品の開発に取り組み「あごだししょ
うゆ」を完成させました。今年度はあごだししょうゆ
を使用した地域活性化を目指し活動をしています。
　　８月20日には県内の商業高校を対象に「生徒商
業研究発表大会」が開催され、醤油をベースに各
方面の協力を得ながら地域の企業連携に取り組ん
でいる活動が評価され、見事最優秀賞を受賞しま
した。そして9月10日に出雲市長を表敬訪問し、

受賞の報告に合わせ「あごだししょうゆ」を原料に
した新商品完成と販売報告を行いました。
　今後は11月に出雲ドームで開催される出雲産業未来博、来年1月
に広島県で開催される島根ふるさとフェアに出店予定です。
　平田商工会議所も一緒になり支援していきます。

島根県高等学校生徒商業研究発表会 最優秀賞受賞！
最優秀賞受賞！

アクサ生命は、商工会議所と協力し、会員事業所の各種ニーズ（弔慰金・見舞金制度、退職金
制度、リスク対策や事業承継など）を共済制度／福祉制度でサポートしています。

平田商工会議所　☎（0853）63-3211

Make醤油Show you
～142年目のあご革命～題してSAGOP



出向・移籍で築く　人と企業の安心ネット

公益財団法人産業雇用安定センターの
ご案内

公益財団法人産業雇用安定センターの
ご案内

センターの特徴

センター利用のメリット

ご希望に沿った紹介（受入・送出）
求職者の実績・能力を十分把握した上でご紹
介するので安心して受入・送出ができます。

独自の情報（受入・送出）
センター独自の人材情報・求職情報の提供が
可能です。

一切無料（受入・送出）
登録・相談・斡旋については、一切無料です。

細やかな対応（送出）
求職者には、センターの職員が「マン・ツー・
マン」で担当し、登録から再就職に向けて
支援・指導を行います。

他の機関併用可（受入・送出）
他の公共職業紹介機関（ハローワーク等）との
併用が可能です。

公益財団法人 産業雇用安定センター
登録・問合せ先

ホームページアドレス　http://www.sangyokoyo.or.jp/

松江市御手船場町 551番地 ニッセイ松江ビル６階

〒690-0007 TEL （0852）27－1151
FAX （0852）27－1180

１. 昭和 62年３月に設立された公益財団法人で、人材マッチングを行う公的機関です。

２. 離職を余儀なくされる在職者を対象に、「人と企業を結ぶ出向・移籍のお手伝い」をしております。

３. 全国 47都道府県に各事務所があり、全国ネットワークで職業紹介を行っています。

４. 信用ある企業からの受入（求人）・送出（求職）情報の登録があります。

５. 技術系・事務系／管理職・一般職を問わず対応します。

６. インターネットにより、最新の人材情報を提供しています。

７. セミナー事業として、再就職支援セミナー等を実施しています。

〈島根事務所〉



をお気軽に
ご活用ください商工会議所

■お問合せ・お申込は…

※予告なしに変更する場合もございますので、電話等でご確認をお願い致します。

平田商工会議所 中小企業相談所
TEL 0853-63-3211  FAX 0853-63-3346

源泉所得税の
年末調整説明会のご案内

島根県内事業所一斉

改定のお知らせ

令和元年10月１日から

令和元年分の年末調整のしかたや法定調書の提出
方法等について、説明会を開催いたします。説明
会では「年末調整のしかた」や「給与所得の源泉
徴収票等の法定調書の作成と提出の手引」などの
パンフレットを用いて説明します。
なお、説明会にご出席の際には、整理番号、源泉
徴収義務者名を会場受付にご提出ください。ご不
明な点は出雲税務署法人課税第一部門にお問い合
わせください。
【電話（０８５３）２１－０５０８（直通）】
また、当日は、年末調整説明会終了後、続けて消
費税軽減税率制度説明会を開催します。

【事業主体】島根県、島根県事業承継ネットワーク事務局 

11／13
㈬ 朱鷺会館

11／14
㈭

開　催　日 開　催　時　間 開　催　場　所

午前９時30分～12時
午後１時30分～４時
午前９時30分～12時
午後１時30分～４時

出雲市西新町2丁目
2456番地4

◎いずれに出席
　していただい
　ても結構です。

対　象　者

無料相談会のご案内
お困り事はありませんか？

事業承継アンケート
調査実施のご案内

島根県最低賃金
確認しましょう。
最低賃金 790円

島根県内企業の事業承継への動向を調査し、事業承継支
援に繋げるべく標記の調査を実施いたします。
つきましては、アンケート調査用紙がお手元
に届きました際には、ご回答の上、返送頂き
ますようよろしくお願い申し上げます。 

■日　時

■弁護士

■社労士

■内　容

大賀良一法律事務所所属弁護士
経営トラブル、土地問題、相続、自己破産 等

■日　時

■日　時

13：00～15：00（1事業所1時間）
11月12日㈫・12月10日㈫

9：00～12：00
11月19日㈫・12月17日㈫

13：30～15：30
11月26日㈫・12月26日㈭

■推進員

■内　容

石飛憲治 氏
事業承継、借入金返済困窮、資金繰り 等

働き方改革推進支援センターより派遣

働き方改革、労務管理に関する相談■内　容

法律

労務

経営

※相談料は無料ですが、事前の予約が必要です。
※会場は全て平田商工会議所で行ないます。

事 業 継 承
新事業活動
支 援 事 業

時間額

●パートやアルバイトなどの雇用形態にも適用されます！

相談相談相談

案内案内案内

金融情報
貸付
制度 融資の種類 限  度  額 返済期間 保  証  人融資利率

（年）

日
本
政
策
金
融
公
庫

信
用
保
証
協
会

島
根
県
制
度
資
金

普通貸付 4,800万円

2,000万円

8,000万円

2億8,000万円

運転3,000万円
設備5,000万円

10年以内の場合、
金利は～0.3％

不　　要

不　　要

個人は原則不用
法人は金融機関
又は保証協会の
決定による

個人は原則不用
法人は金融機関
又は保証協会の
決定による

個人は原則不用
法人は金融機関
又は保証協会の
決定による

運転5年以内
設備10年以内
特定設備20年以内

運転7年以内
設備10年以内

運転7年以内
設備12年以内

10年以内

15年以内

2.16％～

2.35％

1.21％

1.45％
（責任共有）

1.30％
（責任共有外）
保証料0.4～1.7％

1.45％
（責任共有）

1.30％
（責任共有外）
保証料0.2～1.5％

1.65％
（責任共有）

1.50％
（責任共有外）
保証料0.4～1.7％

マル経資金
（無担保無保証）
※商工会議所推薦

経営安定化
対策

（運転・設備）

経営改善
長期借換
（運転）

創業者支援
資金

国・県の制度融資 ̶
令和元年
10月１日 現在

融資融資融資
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　今年度もう一つの事業である「雲州平田駅前観光看
板改修事業」を10月9日に実施しました。観光看板の
老朽化に伴い、見づらいとの意見もあり、観光サービ
ス部会で改修工事を実施しました。新しい観光看板
は、インバウンド対応にもなっており、観光ガイドを
QRコードで読み取れるようになっております。

　出雲平田ふるさとグルメ協議会（料理いくま、翠苑平田店、フランス料理ラルカンシェル）３店舗
で、2019年10月26日（柿の日）～11月14日、《平田の柿グルメフェア》を各店舗で開催。詳細
は、各店舗にお問合せください。
　“神在月に出雲に実る神様の恵みの果実を平田で楽しんで頂く”をコンセプトにご提供。

　昨今、観光振興は地域経済の再生、地域文化の創造という観点から
重要な施策の一つとなっており、当所観光サービス部会でも、今年度
「着地型旅行プラン事業モニターバスツアー」を実施しました。当日
は、天候にも恵まれ、市内外から19名、遠くは広島県からの参加者も
ありました。演歌歌手の綿貫ゆかさんがバスガイドとなり、最初に、
前年度メニュー開発を行った「西条柿」と、今年度新たに「豆腐」を
テーマにした出雲平田グルメ協議会によるオリジナルランチの賞味会
がありました。続いて野石谷町㈱柿壺に移動し、代表の小松氏より

「西条柿」の説明後、柿の収穫体験を行いました。最後に室町時代から続いている特殊神事である、
佐香神社(松尾神社)のどぶろく祭りを参拝しました。当日の秋季例祭では酒造りを祝い、参拝客に造り
たてのどぶろくがふるまわれ、芳醇なお神酒を頂き、平田の魅力溢れる事業となりました。帰りのバ
ス内では、盛んに今後の事業に繋がる貴重なご意見を頂き、アンケートも実施したので、今後はそれ
を元に平田の課題を見つけ、検討し、まとめ、来年度の方向性を打ち出し、今後も「非日常な体験・
体感・“食”・街歩き等」地域の方々との交流を楽しみ等、平田の特色ある観光資源を活かした観光事業
を展開して活きたいと思います。

　去る10月20日(日)、出雲市並びに出雲市教育委員会後援の下、平田地域のにぎ
わい創出を目指し、第７回目となる標記のイベントを開催しました。今年度はイ
ベントの導線を意識し、一畑電車雲州平田駅構内では「駅サイト祭り2019」、東
本町から元町にかけては｢いす-1GP｣、平田本町商店街では「第８回バラ色の人生
ゲーム」、木綿街道エリアでは「木綿街道醸造まつり、ご飯のお供グランプリ、
コットンピクニック、ジャンボサイコロ抽選会」、行政センターエリアでは「こ
ども店長になろう！第３回目こどもふろしき市」、縁結び温泉ゆらりでは「イベ
ントチラシ連動入湯料割引」等のイベントを実施しました。今年度は新たに、出
雲農林高校と平田高校とのコラボ企画“ふれあい動物園”、雲州平田駅横での“グル
メ＆音楽フェス”等の長時間滞在型のイベントも同時開催しました。
　当日は天候にも恵まれ、例年以上のにぎわいとなりました。今後も本イベント
により、平田の交流人口、関係人口の増加を図り、平田内外の皆様に平田の魅力
を再発見していただける仕組みを心がけ、大人から子供まで楽しめるイベントを
目指しております。

第７回雲州平田まちあそびイベント開催第７回雲州平田まちあそびイベント開催

◆観光サービス部会～出雲平田ふるさとグルメ協議会発信～

雲州平田駅前雲州平田駅前

観光看板
改修事業
観光看板
改修事業

令和元年10月13日(日)着地型旅行プラン事業着地型旅行プラン事業
(出雲平田グルメ発信事業)モニターバスツアー実施モニターバスツアー実施
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